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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社がガスを供給している大口顧客１件に対し、ガスメーターの構成機器である圧力伝送器において誤った仕様の機

器を設置していたことから、平成18年１月から平成28年12月までの期間、ガス料金を誤って過大に請求していた事実が

判明しました。当該請求誤りには金額的な重要性が認められるため、過去に提出いたしました四半期報告書に記載され

ている四半期連結財務諸表を訂正することといたしました。

　これらの訂正により、当社が平成26年８月14日に提出いたしました第164期第１四半期（自　平成26年４月１日　

至　平成26年６月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第163期

第１四半期連結
累計期間

第164期
第１四半期連結
累計期間

第163期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 11,433,664 11,750,575 50,898,636

経常利益 （千円） 1,171,638 1,051,533 1,766,396

四半期（当期）純利益 （千円） 722,583 738,715 974,359

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 777,580 856,427 1,191,751

純資産額 （千円） 42,891,904 43,284,094 43,371,072

総資産額 （千円） 56,231,772 56,288,939 58,742,823

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 15.07 15.41 20.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.0 72.4 69.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、当社の子会社及び関連会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月～６月）の売上高につきましては、期間中の気温が前年に比べ高め

に推移したことによりガス販売量が減少したものの、原料費調整制度に基づくガス料金単価の調整があったこと

などから、前年同期に比べ３億16百万円増加の117億50百万円となりました。

一方、営業費用につきましては、経営全般にわたり経費の削減に努めましたがＬＮＧ価格の上昇等により原料

費が増加したことから、前年同期に比べ４億40百万円増加の107億70百万円となりました。

この結果、前年同期に比べ営業利益は１億23百万円減少の９億80百万円、経常利益は１億20百万円減少の10億

51百万円、四半期純利益につきましては公営ガス事業譲受に伴う負ののれん発生益を特別利益に計上したことな

どから16百万円増加の７億38百万円となりました。

なお、当社グループの連結業績は、季節的変動の著しいガス事業の占めるウェイトが高いため、ガスの需要期

である冬期を中心に春先にかけて、売上及び利益が多く計上されます。

セグメントの業績は次のとおりであります。

下記のセグメント別売上高及びセグメント利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

＜都市ガス＞

ガス販売量は前年同期と比べ6.2％減の83,380千ｍ
3
となりました。用途別では、家庭用ガス販売量は期間中の

気温が前年に比べ高めに推移し給湯・暖房用需要が減少したことから前年同期に比べ6.3％減の42,241千ｍ
3
、業

務用（商業用、工業用、その他用）ガス販売量についても、前年に比べ気温が高く推移し給湯・空調用需要が減

少したことから前年同期に比べ6.1％減の41,139千ｍ
3
となりました。

都市ガス事業（付随する受注工事及び器具販売を含む）の売上高は、原料費調整制度に基づくガス料金単価の

調整があったことなどにより、前年同期に比べ53百万円増加の106億66百万円、一方、セグメント利益はＬＮＧ

価格の上昇等により原料費が増加したことから１億円67百万円減少の８億86百万円となりました。

＜その他＞

その他の事業の売上高は前年同期に比べ３億72百万円増加の20億円、セグメント利益は47百万円増加の87百万

円となりました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

特記事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,000,000 48,000,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は1,000

株であります。

計 48,000,000 48,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
(千株)

発行済株式総
数残高
(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 48,000 － 2,400,000 － 21,043

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 51,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,751,000 47,751 －

単元未満株式 普通株式 198,000 － －

発行済株式総数  48,000,000 － －

総株主の議決権 － 47,751 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北陸瓦斯株式会社
新潟市中央区東大

通一丁目２番23号
51,000 － 51,000 0.10

計 － 51,000 － 51,000 0.10

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 5,347,808 5,279,711

供給設備 29,125,233 29,109,283

業務設備 1,163,418 1,160,408

その他の設備 963,020 953,416

建設仮勘定 1,377,037 1,542,974

有形固定資産合計 37,976,518 38,045,794

無形固定資産   

のれん 1,451,302 1,427,894

その他無形固定資産 640,276 593,360

無形固定資産合計 2,091,579 2,021,254

投資その他の資産   

投資有価証券 3,660,763 3,807,610

退職給付に係る資産 127,068 －

繰延税金資産 437,371 432,812

その他投資 1,051,849 923,990

貸倒引当金 △20,181 △17,654

投資その他の資産合計 5,256,870 5,146,759

固定資産合計 45,324,968 45,213,809

流動資産   

現金及び預金 4,686,983 6,135,766

受取手形及び売掛金 4,882,144 3,187,006

有価証券 2,130,204 100,140

繰延税金資産 346,174 349,844

その他流動資産 1,018,203 1,038,765

貸倒引当金 △14,482 △10,691

流動資産合計 13,049,227 10,800,832

繰延資産   

開発費 368,626 274,297

繰延資産合計 368,626 274,297

資産合計 58,742,823 56,288,939
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

固定負債   

長期借入金 3,113,071 3,076,541

繰延税金負債 370,424 161,011

役員退職慰労引当金 592,879 580,503

ガスホルダー修繕引当金 1,245,896 1,307,594

退職給付に係る負債 75,170 582,952

その他固定負債 686,564 701,242

固定負債合計 6,084,006 6,409,847

流動負債   

1年以内に期限到来の固定負債 1,124,219 1,091,199

支払手形及び買掛金 3,666,190 2,057,508

未払法人税等 615,425 445,500

役員賞与引当金 17,589 －

その他流動負債 3,864,319 3,000,788

流動負債合計 9,287,744 6,594,997

負債合計 15,371,750 13,004,844

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,400,000 2,400,000

資本剰余金 21,043 21,043

利益剰余金 37,447,159 37,258,570

自己株式 △15,581 △15,581

株主資本合計 39,852,620 39,664,032

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 929,186 1,013,466

退職給付に係る調整累計額 65,300 56,760

その他の包括利益累計額合計 994,486 1,070,227

少数株主持分 2,523,965 2,549,835

純資産合計 43,371,072 43,284,094

負債純資産合計 58,742,823 56,288,939
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 11,433,664 11,750,575

売上原価 6,624,109 7,085,866

売上総利益 4,809,555 4,664,708

供給販売費及び一般管理費   

供給販売費 2,948,900 2,992,298

一般管理費 756,822 691,878

供給販売費及び一般管理費合計 3,705,723 3,684,177

営業利益 1,103,831 980,531

営業外収益   

受取利息 3,755 3,217

受取配当金 28,494 31,450

受取賃貸料 19,785 19,449

その他 35,153 33,448

営業外収益合計 87,189 87,565

営業外費用   

支払利息 18,268 14,412

その他 1,115 2,151

営業外費用合計 19,383 16,563

経常利益 1,171,638 1,051,533

特別利益   

負ののれん発生益 － 92,605

特別利益合計 － 92,605

税金等調整前四半期純利益 1,171,638 1,144,138

法人税等 392,887 363,507

少数株主損益調整前四半期純利益 778,750 780,631

少数株主利益 56,167 41,915

四半期純利益 722,583 738,715
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 778,750 780,631

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,170 84,336

退職給付に係る調整額 － △8,540

その他の包括利益合計 △1,170 75,796

四半期包括利益 777,580 856,427

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 721,698 814,455

少数株主に係る四半期包括利益 55,882 41,971
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の

平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が32,799千円減少、退職給付に係る負債が

752,119千円増加し、利益剰余金が543,713千円減少しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　関東信越ガス事業協同組合の独立行政法人中小企業基盤整備機構からの高度化資金借入に対する連結子会社の

債務保証の金額は、次のとおりであります。

 
　　　　前連結会計年度

　　　　（平成26年３月31日）
　 　当第１四半期連結会計期間
　　 　（平成26年６月30日）

保証債務 119,067千円 119,067千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　当社グループの連結業績は、季節的変動の著しいガス事業の占めるウェイトが高いため、ガスの需要期であ

る冬期を中心に春先にかけて売上高が多く計上されます。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 1,245,696千円 1,227,611千円

のれんの償却額 23,408 23,408

負ののれんの償却額 △12,904 －
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 431,557 9.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 383,590 8.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 都市ガス

売上高 10,613,835 1,627,568 12,241,404 △807,739 11,433,664

セグメント利益 1,053,831 39,461 1,092,293 10,538 1,103,831

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＰＧ事業、ガス設

備の保全・設計・施工事業、住宅設備機器の販売・施工事業、土木・管工事事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額10,538千円はセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 都市ガス

売上高 10,666,941 2,000,207 12,667,148 △916,572 11,750,575

セグメント利益 886,359 87,250 973,610 6,920 980,531

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＰＧ事業、ガス設

備の保全・設計・施工事業、住宅設備機器の販売・施工事業、土木・管工事事業、太陽光発電事業

等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額6,920千円はセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

「都市ガス」セグメントにおいて、長岡市が運営しておりました川口地区ガス事業を平成26年４月１日

付で譲受けたことに伴い、当第１四半期連結累計期間において92,605千円の負ののれん発生益を計上して

おります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円07銭 15円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 722,583 738,715

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 722,583 738,715

普通株式の期中平均株式数（千株） 47,950 47,948

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年５月１日

北陸瓦斯株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　直樹　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井口　　誠　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北陸瓦斯株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る訂正後の四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北陸瓦斯株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成26年８月13日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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